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	Acrobat: 
	School Name: 大阪府立咲くやこの花高等学校
	Year 1: [2]
	Year 3: [--]
	Year 2: [--]
	Kanji 2: 
	Kana 2: 
	Kanji 1: 橋本侑奈
	Kana 1: はしもとゆうな
	Kanji 3: 
	Kana 3: 
	Title: さいこう！ぼくらのすてきないちにち
	TT 2: 「キツネさんのおうちに、チョコっとよってみよう。」アライグマさんはおもいました。
「キツネさんのおうちには、いつもたまごがあるんだ。なんたって、ニワトリをかってるからね。」

キツネさん、なんだかたいへんそう。「なにしてるの？」アライグマさんはききました。
「あめがふるみたいなんだ。」キツネさんはいいます。
「やねをなおしたいんだけど、まったくとどかないんだ。」
すると、アライグマさんはいいことをおもいつきました。「それなら、アナグマさんのところへいこうよ。アナグマさんは、なーんでももってるよ！
きっとはしごもあるさ！」
	TT 3: ふたりは、アナグマさんのおうちにむかいます。
「さいこう！」アライグマさんはおもいました。「キツネさんと、たのしくあるいてるんだもん。」

アナグマさん、なんだかむずかしいかお。どうやら、クロスワードパズルがとけないみたい。
「はちみつばち？さんもじ...これ、なんだろう？」アナグマさんはたずねました。
「はちみつのことなら、クマさんにきくといいよ。」キツネさんはいいます。「さあ、クマさんのおうちにいこう！」
	TT 4: アライグマさん、キツネさん、アナグマさんは、のはらをぶらぶらあるいて、クマさんがすんでいるもりにむかいます。

とちゅうで3にんはキイチゴをみつけました。
「さいこう！」キツネさんはおもいました。「アナグマさんと、アライグマさんと、ピクニックしてるんだもん。」

クマさんはおうちにはいないみたいです。でも、カラスさんがカーカーとおしえてくれました。
「かわにいってみて！」
	TT 5: アライグマさん、キツネさん、アナグマさん、カラスさんはかわへむかいます。
「さいこう！」アナグマさんはおもいました。「アライグマさんと、キツネさんと、カラスさんと、
がけのぼりしてるんだもん。」

みんなは、かわぎしでつりをしているクマさんをみつけました。
	TT 6: クマさんは、おともだちにあえてとってもよろこんでいます。
「あえてうれしいよ！」

キツネさんがききます。「なにかつれた？」
「まだだよ。」クマさんはこたえます。

アライグマさんがききます。「なにをつりたいの？」
「パーチっていうおさかなだよ。」クマさんはこたえます。
カラスさんが、カーカーききます。「さおのさきには、なにがついてるの？グルグルまわるやつ？チカチカするやつ？グラグラするやつ？」
クマさんは、「みみずだよ。」とこたえて、こういいました。「でも、なにもこないんだ。まだかじられてもいないんだ...。」
	TT 7: みんな、すこしまつことにしました。
「さいこう！」カラスさんはおもいました。「アライグマさん、アナグマさん、キツネさん、クマさんと、さかなつりをしてるんだもん。」
みんな、まって、まって、まちました。でも、つりざおは、うんともすんともいいません。パーチはまったくかみついてこないようです。

「えさをかえてみない？」アナグマさんはきいてみます。「そうだ、キイチゴなんかどうかな？」
「むりだよ！」クマさんは、おもわずほえました。「いまは、がまんづよくまとう。」
アナグマさんは、さかなのつりかたはあまりしらないみたいです。
	TT 8: アナグマさんは、おさかなのつりかたをしりません。

そして、キツネさんはがまんをしりません。「みてて！パーチ、このてでとってくる！」キツネさんははりきっていいました。「すぐにもどるから！」

そういうと、キツネさんはかわに、ジャンプ！
	TT 9: キツネさん、ピョンピョンバチャバチャがんばりますが、いっぴきすらもつかめません。

なんだか、ずっとみていたら、かわが「きみたちもおいでよ」とよんでいるようにみえました。
あまりにきもちよさそうなので、アライグマさん、カラスさん、アナグマさんもかわにジャンプ！クマさんもつづいてはいります。みずが、とってもきもちいい！
「さいこう！」クマさんはおもいました。「アライグマさん、キツネさん、アナグマさん、カラスさんと、およいでるんだもん。」
	TT 10: そのあと、あったかいおひさまをあびてからだをかわかしながら、むずかしいクロスワードパズルをみんなでときました。
オレンジいろのそらのしたを、5にんのともだちはおうちにむかってあるきます。でも、まだ、かえるまえにやることがいくつかのこっています。

	TT 11: アナグマさんのはしごをかりて...
	TT 12: キツネさんのやねをなおして...

そして、たまごをすこしもらいました。
	TT 13: そして、やっと、みんなでアライグマさんのおうちでアップルケーキをやきました。
キツネさん、アライグマさん、アナグマさん、カラスさん、クマさんに、ひとつずつ、みんなでつくりました。クマさんは、もうおなかがペコペコです。

なんてすてきなゆうぐれでしょう。
さいこう！なんてすてきないちにち！

	TT 1: あらあら？アライグマさん、なんだかたいくつそうです。

そんなときは、おもしろいほんをよんだり、からだをうごかしたりします。

それでもたいくつなとき、げんきになりたいときは、アップルケーキをつくるのがいちばん！
アライグマさんは、さっそくアップルケーキをつくろうとじゅんびをはじめましたが...たまごがありません。
	Comment 2: 単語の意味を理解した上で、日本語を探すことです。知らない単語や、日本語では表現しにくい単語もあり、たくさん悩みました。簡単に表現しようとすると、説明文らしくなりやすかったので、簡単な、似ているような単語を探すようにしていました。

言葉がかけてあるところ（見開き２ページ目の pop overのところ）は、原文のままの意味でかけてある言葉を無理に使わないほうが良いと思いました。面白さより、リズム感、読みやすさを重視したくて、意味を変えました。
	Comment 1: 　私が気をつけたポイントは、３つあります。
　１つめは、直訳にならないようにすることです。直訳すると、どうしてもリズムや温かさが失われると感じたからです。できるだけ、日本語だからこそできるリズムや温かさを表現したかったので、オノマトペをたくさん使い、地の文は敬体で書くように心がけました。また、日本語ではわかりにくい言葉も、優しい言葉に置き換えるように色々調べました。
　２つ目は、できるだけ前向きな言葉に置き換えて翻訳したことです。読んだあとに、優しい気持ちになれるよう、読者になったつもりで書きました。
　３つ目は、全体の流れに一体感をもたせたところです。原文で同じフレーズが書かれているところは、できるだけ同じフレーズで訳すようにしました。また、「地の文」「会話文」「会話文」「地の文」の順で書くことで、読みやすくなるように心がけました。
	Comment 3: 大変でしたが、楽しかったです。子どもたちが、絵本を読んでいるところを想像して翻訳しました。また、同時に自分が幼い頃に絵本を読んだ記憶も蘇ってきて、温かい気持ちになれました。また、言葉の奥深さ、面白さ、難しさも学べました。子どもに向けて発する言葉なので、わかりやすいものにする、普段使っている言葉を簡単にする、というのも考えながらやったので、新鮮な経験で楽しかったです。このコンテストに参加してよかったです。
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